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情報技術やソーシャル・ネットワーク・サービスを活用

することにより、地球上の生物の働きについて更に理解

を深めることを目的とした国際会議が開かれ、主要な領

域について合意が行われました。 
地球規模生物多様性インフォーマティックス会議

（GBIC）には、世界中から約 100 名の専門家が参加して、

7 月 2～4 日デンマークのコペンハーゲンにおいて開催さ

れました。この会議では、投資する財的資源を増加する

とともに連携を深めることによって、革新的な方法によ

り生物資源の監視・管理を行いうる領域が明らかにされ

ました。 
この会議の目指すところは、世界規模で協力して生物多

様性の観察を行うと共に、研究者や協力機関の結びつき

を強化し、生物多様性や生態系における短期的変化や長

期的傾向を特定し、対応を行うことです。 
この会議の成果として、地球規模生物多様性情報概況

（GBIO）が発表される予定です。この研究は、次の 5～
10 年間における優先課題を定めて、行政機関が配分する

研究資金に方向付けを行うとともに、各国が生物多様性

を保存し、持続可能な方法で活用するための方策に対す

る根拠を拡大することを目標としています。この報告書

の草案は、GBIF ネットワークや生物多様性インフォーマ

ティックス・コミュニティーをとおして 9 月初旬には配

布され、意見公募が行われます。 
GBIC の要約版報告書の他、生物多様性条約（CBD）の

事務局長 Braulio Dias 氏による講演や解説等主要な文書

は、こちらから入手可能です。 
GBIC は、GBIF とコペンハーゲン大学の主催により開催

され、協賛としてLifewatch（CReATIVE-B）プロジェク

ト、エンサイクロペディア・オブ・ライフ（EOL）、生命

のバーコード・コンソーシアム（CBOL）やロンドン自

然史博物館が参加しました。 
詳細についてはこちらをご覧ください。 

To subscribe to the newsletter, please contact info@gbif.org 

http://www.gbic2012.org/documents.html/�
http://creative-b.eu/�
http://eol.org/�
http://www.barcodeoflife.org/content/about/what-cbol�
http://www.nhm.ac.uk/�
http://www.nhm.ac.uk/�
http://www.gbif.org/communications/news-and-events/showsingle/article/building-global-collaboration-for-biodiversity-intelligence/�
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OpenUp! プロジェクトの登録件数
目標半ば達成 
 
 
 
 
 
 
 
 

Europeanaにより公表されている自然史データの一例。 
ベルリン・ダーレム植物園・植物博物館所蔵Willingコレクションの 
ヤグルマギク（Centaurea cyanus L.）標本。 
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GBIF を通じてアクセスしたデータを活用した科

学論文は、6～7 月に更に 30 篇が追加され、2012
年における数は 119 篇となりました。研究内容に

は、分布データに基づいて種の相対的存在量を予

測したもの、外来種が新しい環境で生息可能とな

る要因について論じたものや陸上生物と海洋生

物とで気候変動に対する反応の差異について検

討したものなどがあります。 
論文の詳細については、GBits Science 
Supplement のページ (http://www. gbif.org/ 
communications/resources/newsletters/) から 
ご覧いただくことができます。 
 

GBIF が公表した新しいガイドラインでは、動

物学名が関係する仕事に携わる人向けに詳細な

ディジタル環境の指針が示されています。 
『動物学名ディジタル情報の取り込みと管理に

関するガイドライン』と題するこの刊行物は、

動物種属名の綴りや形式を統一することによっ

て、同じ種に関するデータをリンクする際の経費 
や時間の無駄を省くことを目的としています。 
本マニュアルは、国際動物命名規約（ICZN）に

準拠し、ドイツのゲッティンゲン大学が 2004
年に開始した、過去の動物学文献をディジタル

化するAnimalBaseプロジェクトにより培われ

てきた経験に基づいており、分類名に関する問

題について ICZN が既に発表している文書を補

完するものとなっています。 

EU が資金提供しているOpenUp!プロジェクト

により、ヨーロッパの主な自然史コレクション

から 50 万点を超える写真、ビデオ、録音ファイ

ル、絵図その他のマルチメディア資料がディジ

タル図書館・博物館であるEuropeana から自由

にアクセス可能となりました。 
ベルリン自由大学の主導により、このプロジェ

クトは、欧州 12 ヶ国にある 23 の科学研究施設

からなるコンソーシアムとして運営されており、 
コペンハーゲンにある GBIF 事務局も参画して

います。 

目的は、ヨーロッパにある自然史博物館や植物

園が管理している文化的財産を広く開放するこ

とであり、Europeana に対して 2014 年までに

110 万点以上のアイテムを提供する計画となっ

ています。Europeana では現在、33 ヶ国 2200
施設に保管されている 2 千 3 百万点を超える書

籍、絵画、フィルム、博物館展示物や記録文書

を公開しています。 

GBIF データインデクスの最終改定以降 7 月末

時点で、データポータルサイトにより 3 億 2 千

9百万件の地理座標情報アクセスを始めとして、 
3 億 7 千 7 百万件超の分布データアクセスがあ

りました。419 のデータ公表機関から 1 万を超

える生物多様性データセットが登録されていま

す。6～7 月に新たに GBIF ネットワークに追加

されるデータには以下のものがあります。 

http://www.gbif.org/orc/?doc_id=2784�
http://en.wikipedia.org/wiki/AnimalBase�
http://open-up.eu/�
http://www.europeana.eu/portal/�
http://data.gbif.org/welcome.htm�
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チェコ共和国で見つかったオスの ladybird spider (Eresus kollari)。
写真提供：Pavel Krasensky氏。 
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ガーナ  
ガーナ生物多様性情報機構（GhaBIF）では、オラ

ンダの GBIF ノードであるNLBIFのメンタリン

グ・プロジェクトの後最初のデータセットを公表

しました。このデータセットには、首都アクラに

あるガーナ大学植物標本園が保存する一万超の植物

種に関する 8万 5千件のデータが含まれています。 
この植物標本園は、西アフリカ最大規模を誇り、

同地域にある他国の標本も保存されています。当

データは NLBIF のインテグレーテッド・パブリッ

シング・ツールキット（IPT）を用いて公開されて

います (http://data.gbif.org/datasets/ resource/14195）。 

デンマーク 
ペンソフト・パブリッシャー社発行の無料オンラ

イン・ジャーナル ZooKeys は、5 月出版の分類法

研究論文に際して調査を行ったイワガネグモ約

200 種の分布データを公表しました。 

『velvet spiders－イワガネグモ（クモ綱クモ目）

の分布地図』と題するこの論文では、主にアフリ

カ、ヨーロッパ、アジアに生息するイワガネグモ

科のクモ約 100 種類に関して包括的な系統分析が

行われており、ladybird spider（写真）などを美

しいカラー写真で見ることができます。 
オランダにあるナチュラリス生物多様性センター

の Jeremy Miller 氏は、アメリカ、デンマーク、

チェコ共和国の研究者と共同してこの研究を実施

し、電子顕微鏡や DNA 配列解析を用いて系統発生

や種間の親近性を分析しました。標本とその採集

場所に関する記録は、IPT ソフトウェアを用いた

ペンソフト・パブリッシャー社の編集により GBIF
に提供されており、デンマークがそのホスト国と

なっています（http://data.gbif.org/datasets/ 
resource/14165）。  

イギリス 
ケンブリッジ大学動物学博物館では、所蔵物の中

から歴史的・国際的価値が高いものについて、6 万

5 千種を超える記録を公表しています。当博物館の

所蔵物は、大部分が 19 世紀に行われた収集探索に

よるものであり、その結果世界のいたるところから 

収集した動物について初めて考証が行われるきっ

かけとなりました。当博物館の所蔵物は、現在の動

物種分布状況を評価する上で欠くことができない

基本データとなっています。 
当コレクションには、特に歴史的価値の高い動物種

が含まれており、その中には、ドードーやオオウミ

ガラスの標本、絶滅種タスマニアオオカミの毛皮の

他、ダーウィンが採取した標本があります。ダーウ

ィン標本には、ビーグル号航海の際にダーウィンが

実際に採取したものや、ケンブリッジ大学で学んで

いた時代のものも含まれています。当コレクション

に最近加わったものとしては、英仏海峡トンネルを

掘削した際に採取された原始地上脊椎動物や軟体

動物の化石があります。これらの資料は、過去 1 万

年の間にヨーロッパに起こった気候変動を示すも

のです。その他、コレクションには、セイシェルか

ら出土した広範囲の無脊椎動物群があります 
(http://data.gbif.org/datasets/ resource/14193)。 

ドイツ 
GBIFのポータルサイトやウェッブサービスを利用

する人に対して、歴史的に重要なデータベースであ

るシュトゥットガルト州立自然史博物館の爬虫類

コレクションにもアクセスが可能となりました。こ

の博物館は、その所蔵品の中から 7 千を超えるデー

タを公開しており、所蔵品には 200 年以上も昔に遡

るものや、Carl Ferdinand von Ludwig 男爵、Paul 
Wilhelm von Württemberg 公爵、F. von Müller 男
爵や August Kappler 等 19 世紀を代表する収集家

が集めた標本も含まれています。当コレクションに

は、世界中から採取した約 2 万種のは虫類や両生類

があり、カメ、ワニや新熱帯区に生息する両生類は、

当コレクションの中でも重要な位置を占めています

（http://data.gbif.org/ datasets/resource/14192）。   

ゼンケンベルグ自然博物館は、ミミズ、線虫、ダニ、

ムカデ等土壌生物のデータベースである

Edaphobaseから、6万8千件を超えるデータを公表

しています。データは50年を超える研究の成果です

（http://data.gbif.org/datasets/ resource/14157）。 

スイス 

国際共同研究計画DIVERSITAS傘下の活動の一つ

である山岳生物多様性評価プロジェクトでは、所有

するヒマラヤ山脈植物データベースから 16 万 3 千

件のデータを公表しています。このデータベース

は、中央アジアのチベット高原に関連する植物種を

対象としたものであり、データは、13 ヶ国で 50 年

にわたり収集しました。世界中の 2200 名を超える

収集家の努力によって、ほぼ全データが地理情報を

含むこのデータベースが出来上がりました

（http://data.gbif.org/ datasets/resource/14158）。 
 

http://ghabif.org/�
http://www.nlbif.nl/index.php�
http://www.pensoft.net/journals/zookeys/article/2342/the-velvet-spiders-an-atlas-of-the-eresidae-arachnida-araneae-�
http://www.pensoft.net/journals/zookeys/article/2342/the-velvet-spiders-an-atlas-of-the-eresidae-arachnida-araneae-�
http://www.museum.zoo.cam.ac.uk/�
http://www.naturkundemuseum-bw.de/�
http://www.senckenberg.de/root/index.php?page_id=5257�
http://www.diversitas-international.org/�
http://www.gmba.unibas.ch/index/index.htm�
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山岳侵入調査ネットワーク（MIREN）では、オー
ストラリア、チリ、スペインおよびアメリカの山岳
地域に繁殖する非在来植物種について、3 千 7 百を
超える観察データを発表しています。対象植物に
は、グンバイナズナ、オーチャードグラス、キクニ
ガナ、棘苣（とげしちゃ）などがあります
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14164）。 
スイス動物地図学センター（CSCF）は、1835 年よ
りチョウ、トンボの他、バッタ、コオロギ、イナゴ
等の直翅類について 100 万件を超える記録を公表
しています
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14168, 
http://data.gbif. org/datasets/resource/14169, 
http://data.gbif.org/ datasets/resource/14170）。   
連邦政府の事業であるスイス生物多様性モニタリ
ング計画では、この地域で繁殖する一般的な鳥に関
して 2 万 6 千 7 百件のデータを公表しています。デ
ータには、ウソ、シラコバト、ヤドリギツグミやア
オガラなどが含まれています
（http://data.gbif.org/datasets/ resource/14166）。 

フランス 
ジョルジュ・サンドと黒い谷の博物館（Musée George 
Sand et de la Vallée Noire）は、所蔵する鳥類剥製コレ

クションの中から 1300 種類 2500 件のデータを公

表しています。このコレクションは、18 世紀北フ

ランスの自然主義者 Jean François Emmanuel 
Baillon が始めたものです。このコレクションには、

1800 年以前に存在した 60 種以上の鳥類や、既に絶

滅した鳥類種・亜種の標本 9 体が含まれています

（http://data.gbif. org/datasets/resource/14302）。 

オランダ 
マーストリヒト自然史博物館では、館内の植物標本
園で管理している植物に関する22,240件のデータ
を公表しています（http://data.gbif.org/datasets/ 
resource/14173）。 

ベルギー 
自然森林研究所（INBO）は、ベルギーに生息す
るテントウムシ科のデータベースから、7万2千件
を超えるテントウムシのデータを公表していま
す。約15%は、博物館コレクションや文献データ
に基づくものであり、残りは、500名を超えるボ
ランティアから報告された観察記録です。データ
は、ベルギーの約85%の地域をカバーしています
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14177）。 

カナダ 
ブリティッシュコロンビア大学植物園では、7 万件
の藻に関するデータを公表しています。その中に
は、1950 年代から 1980 年代にかけて中央カリフォ
ルニアからアラスカやアリューシャン諸島にかけ
ての太平洋沿岸で収集した 5千種類の藻が含まれて
います（http://data.gbif.org/datasets/resource/14174）。 

モントリオール植物園は、そのコレクションの中から
生存する植物種およそ1万6千種について2万4千件の
データを公表しています。当植物園は、世界でも最大
級の一つに数えられています
（http://data.gbif.org/datasets/ resource/14163）。 
両データベースは、Canadensysデータリポジトリによ
り公開されています（6ページの「GBIFネットワーク
外の活動」セクション参照）。 

アメリカ 
アメリカ地質調査所（USGS）では、非在来水生動物
データベースから10万件を超えるデータが公開されて
います。アメリカ全土から集めたデータを集約して、
外来動物種の中央レポジトリを立ち上げ、生物学者、
政府機関や一般市民が利用できるようになっていま
す。データベースには、コイやカワホトトギスガイな
ど北米には元々存在しなかった生物の他、ブルーギル
やオオグチバスといったアメリカ大陸の本来の水域か
ら他の水域に運ばれて来た魚類などが含まれています
（http://data.gbif.org/datasets/resource/14300）。 

 

GBIFコミュニティーの活動 
地域ノード会議 
アジア、アフリカ、北米の GBIF ノードは、6～7 月に
会合を開き、地域レベルの協力体制を推進するととも
に、地域計画に関して進展が見られました。アジアノ
ード第 4 回会合は、6 月 28～30 日に TaiBIF（台湾
GBIF）主催により台北にて開催されました。5 ヶ国（イ
ンド、日本、韓国、パキスタン、フィリピン）のノー
ド代表の他、3 協力団体（ACB、台湾、ICIMOD）か
ら計 11 名が参加しました。以下の点で成果が得られ
ました。 
• 公開されている域内の生物多様性データが少な
いとの認識に立って、アジア地域行動計画の骨子
について合意がなされました。この計画では、2
件の学術共同研究事業、地域内のコンテンツやデ
ータ活用促進方策、生物多様性に関する情報収集
および管理を強化することを目的としています。
学術共同研究事業は、侵入種、レッドリスト、地
域に特徴的な病原性動物、渡り鳥などの国レベル
の生物種チェックリストを比較するもの、および
アジアにおける魚類の多様性が損なわれる危険性
を評価するためのデータベースの更新に関するも
のです。 

生物多様性情報の共有とインテグレーテッド・パブリ
ッシング・ツールキット（IPT2）に関するワークショ
ップが TaiBIF の主催により、地域ノード会議に前後
して開催されました。このワークショップは、GBIF
と台湾国家科学委員会の主催により、台湾中部の集集
鎮にある特有生物研究保育中心を会場として 6 月 25
～27 日に開催されました。このワークショップの講演
については、http://taibif.org.tw/en/ipt2012/en-agenda
から詳細をご覧になれます。 
アフリカノードは、ルワンダのキガリで7月17～18日に 
第三回目の会合を開きました。 

http://www.miren.ethz.ch/�
http://www.cscf.ch/�
http://www.biodiversitymonitoring.ch/�
http://www.biodiversitymonitoring.ch/�
http://www.pays-george-sand.com/Musee-George-Sand-et-de-la-Vallee,42�
http://www.pays-george-sand.com/Musee-George-Sand-et-de-la-Vallee,42�
http://www.nhmmaastricht.nl/engels/index2.htm�
http://www.inbo.be/content/homepage_en.asp�
http://www.biodiversity.ubc.ca/museum/herbarium/�
http://www2.ville.montreal.qc.ca/jardin/jardin.htm�
http://nas.er.usgs.gov/�
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この会議は、アルバーティーン地溝帯保全協会（ARCOS）
の主催により、ルワンダ国立大学の地理情報システム

センターの協賛を得て開催されました。15 のアフリカ

諸国のノードおよび国際機関から参加があり、以下の

点で成果が得られました。 

• 地域行動計画の実施に向けた進展が見られた他、

データ利用の活性化、対応能力の向上、域内協力

関係の進展を目指したアフリカ連携制度の設立

に向けた討議が行われました。 
• アフリカ科学委員会の設立により、域内におけ

る重要な研究課題や優先領域の他、生物多様性イ

ンフォーマティックスに関する研究テーマを決

定する方法について、提案が行われました。 
• アフリカのノード間で協力を促進することの必

要性が認められました。 

北米ノード第 3 回会合は、首都ワシントンにあるスミ

ソニアン自然史博物館にて 7 月 23～24 日に、スミソ

ニアン協会、アメリカ地質調査所、統合分類学情報シ

ステム（ITIS）、生命のバーコード・コンソーシアム

（CBOL）、エンサイクロペディア・オブ・ライフ

（EOL）、NatureServe の共催により、開催されまし

た。この会議には、23 名の出席者の他に、7 名がオン

ラインで加わり、計 22 団体から参加がありました。

以下の点で成果が得られました。 

• GBIF2012－16 年戦略計画に掲げられた目標に従

って地域計画を策定することが合意されました。

団体間の協力によりインフォーマティックス開

発を行うこと、コンテンツ利用の活性化、地域の

関わりを深めることが主目的として挙げられて

います。 
• ノードマネジャーや講演者により、植物や侵入外

来種を基に地域のテーマを絞る可能性が示され

た他、地域におけるゲノムや分類学の専門家の力

を活用してGBIFネットワークを更に推進する計

画などが示されました。 

2012 年 GBIF 資金援助メンタリン

グ・プロジェクト 
2012 年 GBIF 資金援助メンタリング・プロジェク
トの対象として、3 プロジェクトが承認されまし
た。このプロジェクトは、専門的知識や技術的支
援を共有することによって、生物多様性情報機関
の発展を推進するものです。 
第一は、インドネシア・ノードであるインドネシ
ア科学院 が GBIF 日本の支援を受けて、生物多様
性情報を管理するネットワークを構築するもので
す。インドネシアの研究者は、日本ノードによる
訓練を受けて、データの管理・公表に関する国レ
ベルの計画を策定します。 
GBIF コアファンドからの経済支援に加えて、
GBIF 日本には、東京にある国立科学博物館から 3
年にわたり 600 万円（63,000 ユーロ）が供与され、
南東アジア特にインドネシアを中心としたメンタ
リング・プロジェクトを実施します。 
第二は、アトラス・オブ・リビング・オーストラ
リア（ALA）がコスタリカの国立生物多様性研究
機関INBioに対してメンタリングを行うものです。
この協力事業によって、コスタリカの GBIF ノー
ドを通じてデータ活用の活性化や公表を行うため
の国レベルの戦略と行動計画が作成されます。生
物多様性インフォーマティックスに関するワーク
ショップが国レベルで計画されており、INBio の
ソフト開発者グループが訓練を受けて、ALA が開
発した技術をコスタリカの必要に応じてアレンジ
します。  
第三は、南アフリカ生物多様性情報機構（SABIF）
が ICLEI に対してメンタリングを行うものです
が、この機関は、自治体の世界的なネットワーク
であって、ケープタウンに生物多様性活動地域セ
ンターがあります。世界中のおよそ 20 の自治体か
ら参加するスタッフが GBIF のツールや規格を使
うための訓練を受けて、生物多様性データの公表
やアクセスが自由にできるようになります。この
プロジェクトの一環として、10 月にはインドのハ
イデラバードで開かれる都市の生物多様性サミッ
ト開催期間中に、自治体のデータ公表担当者に対
するワークショップが開かれます。 
詳細についてはこちらをご覧ください。 

主要文書の翻訳 
『GBIF 覚書』の翻訳として、ブラジル科学技術開
発省（MCTI）および GBIF カナダの労により、新
たにポルトガル語版とフランス語版が公表されま
した。既に GBIF メキシコが『覚書』をスペイン
語に翻訳していますが、今回の翻訳は、これを補
完するものとなります。『GBIF 戦略計画（2012～
2016）』については、GBIF カナダおよび TaiBIF
によりフランス語および中国語（繁体字）に翻訳
が行われています。以上の翻訳は、こちらから入
手できます。 
また、IPT マニュアルをスペイン語に翻訳する作
業がコロンビアにおいて国ノードの管理を行って
いる SIB コロンビアにより完了しています。 

http://www.lipi.go.id/�
http://www.lipi.go.id/�
http://gbif.jst.go.jp/index.html�
http://www.ala.org.au/�
http://www.ala.org.au/�
http://www.inbio.ac.cr/�
http://www.sabif.ac.za/�
http://www.sabif.ac.za/�
http://www.iclei.org/index.php?id=lab�
http://www.iclei.org/index.php?id=lab�
http://www.gbif.org/communications/news-and-events/showsingle/article/sharing-expertise-to-manage-data-for-science-and-society/�
http://www.gbif.org/communications/resources/key-documents/�
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スペイン語版マニュアルは、
http://www.gbif.org/orc/?doc_id=4708 から入手で
きます。 

GBIFネットワーク外の活動 
南アフリカ市民参加型科学ポー
タルサイトの立ち上げ 
南アフリカ国立生物多様性研究所（SANBI）では、
一般市民が生物多様性に関する情報の登録・交換を
行うことができるポータルサイトを立ち上げまし
た。この iSpot southern Africa というポータルサ
イトは、2008年に市民参加型科学 iSpot ポータルサ
イトを立ち上げたイギリスのオープン大学と共同
で運営されています。 
南アフリカのGBIFノード（SABIF）の運営を行っ
ているSANBIは、6月にケープタウン近郊のキルス
テンボッシュで開催された第四回生物多様性情報
管理フォーラムの際に、iSpot southern Africaを公
式に発表しました。それに続いて、科学者や約150
名の一般市民が近郊にあるケニルワース競馬場自
然保護区に大挙して出かけ、できる限りの植物、動
物、菌類の写真を撮影し、iSpotポータルサイトに
掲載しました。 
このフォーラムには、南アフリカから29機関の他、
16の国際機関が参加し、SABIFの助成金によりコ
レクションのディジタル化を進めている博物館や
研究所は、その成果を披露しました。SABIFは、 
データ品質に関する訓練セミナーも開催していま
す。 

Canadensys  検索ソフト公開 
Canadensysデータレポジトリ用に新たな検索ツ
ールが発表されました。このツールを用いること
で、モントリオールを拠点とするネットワークを
通して公表した生物種に関するデータの探索、フ
ィルタリング、表示、ダウンロードができます。 

このCanadensys検索ツールにより、現在15のデ
ータベース・コレクションの検索が可能で、60万
件を超える分布データが対象となり、そのうちほ
ぼ80%はカナダに関するものです。これらのデー
タは、すべてCanadensys IPTにより、GBIFネ
ットワークからもアクセス可能となっています。 

アイルランドほ乳類地図の作成に一般市
民の参画呼びかけ 
アイルランド国立生物多様性データセンター（NBDC）
では、一般市民に対して国内および周辺地域における野
生ほ乳類の分布記録を作成するプロジェクトに参加を
呼びかけています。このアイルランドほ乳類地図プロジ
ェクトでは、現在ある記録プロジェクトからデータを集
めて、種の解説や分布地図を作成します。第一の目的は、
アイルランドに分布する一般的なほ乳類に関するデー
タ取得を推進することにより、2015 年までに包括的な
分布状況を把握し、今後の変化を監視する際のベースラ
インとすることです。 
7月5日付けのアイリッシュ・タイムズ紙には、「アイル
ランドでほ乳類観察大規模プロジェクト実施」との記事
が掲載されました。 

ドイツで開催の市民向け科学イベントに
GBIF登場 
ベルリンで開催された『科学の夜長』と題する夜間市民
講座において、生物多様性インフォーマティックスや
GBIFドイツに関する紹介が行われ、市民の関心を集め
ました。20分間の持ち時間の中で、GBIFが集積してい
る科学データの紹介、GBIF関連プロジェクトに関する
短い映像やGBIFポータルサイトを利用する際の方法の
説明が行われました。会場は、自然史博物館（MfN）お
よび ベルリン・ダーレム植物園・植物博物館でした。 

インフォーマティックス 
種の記載の標準化タスク・グループ 
生物多様性情報標準策定委員会（TDWG）では、新し
いタスク・グループを設立して、Plinian Coreによる命
名法を推進し、種に関する情報の共有および統合を進め
ることとしています。  
Plinican Core により、種の生殖、行動、ライフサイク
ル、摂食その他の情報を標準化して記載できます。米大
陸間生物多様性情報ネットワーク（IABIN）により採択
され、エンサイクロペディア・オブ・ライフ（EOL）に
生物種に関する情報を取り込む際に用いられています。
この記載基準は、関心のあるあらゆる人が自由に関わる
ことができるタスク・グループの働きによって、今後生
物多様性に関わるコミュニティーの働きとして更に発
展してゆくことが期待されています。タスク・グループ
は、10 月 22～26 日に北京で開かれる 2012 年度 TDWG
年次総会の開催に合わせて結成される予定になってい
ます。 
Plinian Coreを次の段階に進めるための課題は、メキシ
コのGBIFノードであるCONABIOが主催する会議で討
議されました。 

GBIFにより公表したデータセット解析用の

新規ツール 
スペインのナバラ大学では、GBIF ネットワークに公表
したデータセットのコンテンツを視覚化するオンライ
ンツールを開発しました。 

http://www.ispot.org.za/�
http://www.ispot.org.uk/�
http://www.ispot.org.uk/�
http://www.ispot.org.za/taxonomy/term/7638�
http://www.ispot.org.za/taxonomy/term/7638�
http://data.canadensys.net/explorer/search�
http://mammals.biodiversityireland.ie/index.php?page_name=home�
http://www.irishtimes.com/newspaper/sciencetoday/2012/0705/1224319421659.html�
http://www.irishtimes.com/newspaper/sciencetoday/2012/0705/1224319421659.html�
http://www.gbif.de/�
http://www.naturkundemuseum-berlin.de/en/�
http://www.botanischer-garten-berlin.de/default_e.htm�
http://www.pliniancore.org/�
http://www.oas.org/en/sedi/dsd/iabin/�
http://www.oas.org/en/sedi/dsd/iabin/�
http://eol.org/�
http://www.conabio.gob.mx/�
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この BIoDiversity DataSets Assessment Tool
（BIDDSAT）というツールを用いると、データセッ
トを使用する際の適合性を評価し、修正の必要がある
点を把握することができます。 
このツールは、http://www.unav.es/unzyec/mzna/biddsat/  
からアクセス可能であり、主要なブラウザでサポート
されています。このツールに関する解説がBioinformatics
誌の6月号に掲載されています。 

BioCASe3.2 によりダーウィン・コア・

アーカイブ形式はワン・クリックで 
生物学的コレクションアクセスサービス
（Biological Collection Access Service, BioCASe）
の開発チームは、BioCASeプロバイダー用ソフトの
新バージョンを発表しました。この新規バージョン
BioCASe 3.2を用いて公表した情報は、XMLやダー
ウィン・コア・アーカイブ形式で簡単に保存ができ
ます。BioCASeがサポートする新規アーカイブ形式
を用いると、データ収集やインデックス作業の効率
が上昇し、エラーが少なくなります。データ・パブ
リッシングの際には、単純なダーウィン・コア標準
形式と複雑なABCD（Access to Biological Collections 
Databases）形式との間で容易に切替ができます。
BioCASeおよび新規ソフトのバージョンの詳細に
ついては、http://www.biocase.orgをご覧ください。 

公募プロジェクト 
i4Life の新規パイロット・プロジェクト－
カタログ・オブ・ライフのコンテンツ作成 
締切 2012年8月31日0時（真夜中、パリ時間） 
 
i4Life プロジェクトでは、資金供与によりパイロッ
ト・プロジェクトを実施し、グローバル・スピーシ
ーズ・データベース（GSD）の分類コンテンツを整
備する事業を計画中です。内容は、グローバル・パ
ートナー（GBIF、IUCN レッドリスト、BOLD、
EMBL-ENA、エンサイクロペディア・オブ・ライ
フ）から新しい名称や分類群を確認して、データベ
ースに取り込むことです。 

このパイロット・プロジェクトの目的は、グローバ
ル・パートナーからできる限り多くの学術的名称を収
集して、分類チェックリストに掲載し、カタログ・オ
ブ・ライフが定期的アップデートを行う際に提供する
ことにあります。取り込むことができなかった名称
は、その結果を示す注釈を付して i4Life に戻されま 
す。 
本件の i4Life 予算は、約 200,000 ユーロプラス諸経費
であり、実施期間は 5 ヶ月を予定しています。資格要
件は、欧州委員会の規則に準じます。 
詳細については、i4Life のホームページをご覧くださ
い（http:// i4life.eu/pilots.php）。 

今後のイベント予定 

第三回ヨーロッパ保全生物学会議
（ECCB2012） 
2012 年 8 月 28 日～9 月 1 日、イギリス、グラスゴー 
詳細は、こちら。 

IUCN世界会議 2012 
2012年9月6～15日、韓国、済州島 
詳細は、こちら。 

第14回 BIOECON 年次総会 
2012年9月18～20日、イギリス、ケンブリッジ 
詳細は、こちら。 

第19回 GBIF 理事会（GB19） 
2012 年 9 月 16～21 日、ノルウェー、リレハンメル 
詳細は、こちら。 

生物多様性テクノロジーに関する 
シンポジウム 
2012 年 9 月 27～28 日、イギリス、オックスフォード 
詳細は、こちら。 

GBIF 本部 
Universitetsparken 15 
DK-2100 Copenhagen Ø 
Denmark 
http://www.gbif.org/ 
 

電話：+45 35 32 14 70 
Fax：+45 35 32 14 80 
E-mail: info@gbif.org 
過去の GBits ニュースレター・アーカイブ： 
http://www.gbif.org/communications/resources/ 
newsletters/ 
 

http://bioinformatics.oxfordjournals.org/content/early/2012/06/23/bioinformatics.bts359.abstract�
http://bioinformatics.oxfordjournals.org/content/early/2012/06/23/bioinformatics.bts359.abstract�
http://www.eccb2012.org/�
http://www.iucnworldconservationcongress.org/index.cfm�
http://www.bioecon-network.org/�
http://gb19.gbif.org/GB19/�
http://www.biodiversity.ox.ac.uk/biodiversity-institute-symposium-biodiversity-technologies�

